






●FY2019上期（2018年4月－9月）は、前年同期比、増収減益でした

※全社では増収(GA以外は増収)を達成するも、営業利益に関しては
SE、GAの減益分を他事業でカバーできず、減益となりました







●グループの連結売上の海外比率は、81.7％でした



●2Qは自然災害があったにもかかわらず、前年同期比、増収増益を確保しました



●2Q受注高
全社：934億円
SE：580億円

9四半期連続、500億円超え、3Qに向かってはさらなる伸長を見込んでいます。
現状、1Q決算発表時の「1Qがボトムであろう」との予想どおりに進んでいます

FT：192億円
1Q比大幅増加しました





















前期末（2018年3月末）との比較

●総資産は、3,937億円、前期末（3,658億円）比で278億円増加（＋7.6％）しました

●資産の部（増加の理由）
売上債権が減少した一方で、たな卸資産や有形固定資産が増加しました

●負債および純資産の部（増減理由）
・負債は、2,182億円となり、前期比232億円増加しました（＋11.9％）
転換社債型新株予約権付社債の発行などによります（増加）

・純資産は、1,755億円となり、前期比46億円増加（＋ 2.7％）しました
配当金の支払いやその他有価証券評価差額金の減少の一方で、親会社株主に
帰属する四半期純利益を計上したことや円安に伴う為替換算調整勘定の増加
などによります（増加）

●上記の結果により、自己資本比率は44.6％となりました



当期（FY2019上期）の連結キャッシュの概況

●営業活動によるキャッシュ・フローは、79億円の支出でした
たな卸資産の増加、法人税等の支払いなどの支出項目が、税金等調整前四半期
純利益、売上債権の減少などの収入項目を上回ったためです

●投資活動によるキャッシュ・フローは、119億円の支出でした
→研究開発設備等の有形固定資産を取得したことなどによります

●上記の結果として、フリーキャッシュ・フロー（FCF）は▲199億円となりました

●財務活動によるキャッシュ・フローは、203億円の収入（前年同期 72億円の支出）
配当金の支払いの一方で、転換社債型新株予約権付社債の発行などを行いました



●通期連結業績予想につきましては、売上面では、SE事業は7月予想の通期予想値を達成
する見込みであるものの、GA事業において、足元の受注状況からＰＯＤ装置のＯＥＭ
販売を中心に減少が予想されます。また、利益面につきましても、上期の利益減少や
GA事業の売上減少の影響により、7月予想を下回る見込みとなりました。
SEの市場環境は、若干の調整局面があっても、中長期でみれば成長市場であるとの見方に
何ら変わりなく、引き続き、6期連続の増収増益達成を目指してまいります



詳細は、当社Webサイト上の「グループニュース」を参照願います

＊「グループニュース」： http://www.screen.co.jp/press/index.html










